


【
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
】

　

納
め
方
に
は
、「
特
別
徴
収
」
と
「
普

通
徴
収
」
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
と
は
】

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以
上
の

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
該
当

し
ま
す
。

【
普
通
徴
収
と
は
】

　

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
で
す
。
年
齢
到
達
に
よ

り
資
格
を
取
得
し
た
方
や
転
入
さ
れ
た

方
、
年
金
額
が
年
18
万
円
未
満
の
方
又

は
介
護
保
険
料
額
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
と
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
方
な
ど
が
、
普
通
徴

収
に
該
当
し
ま
す
。

【
保
険
料
納
付
方
法
の
確
認
に
つ
い
て
】

　

下
記
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
保
険

料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
が
い
ら

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
再
度
７
月
上
旬
に

送
付
し
た
「
保
険
料
納
入
通
知
書
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
徴
収
方
法
を
確
認

し
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
納
付
期
限
内
の
納
付
の
お
願
い
】

　

納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
（
普
通
徴

収
の
方
）
は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
最
寄
り
の
指
定
金
融
機
関
等
で
、

納
付
期
限
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
期
限
内
ま
で
に
納
付
が
な
さ
れ

な
い
場
合
は
、
督
促
手
数
料
（
１
０
０

円
）
と
納
付
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、

延
滞
金
（
年
利
９
．
１
％
）
が
加
算
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
納
付
期
限
を
忘
れ
な
い
た
め
に
】

　

納
付
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替
が
大

変
便
利
で
す
。

　

各
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
手
続

き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
預
貯
金
通

帳
と
お
届
印
を
お
持
ち
に
な
り
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
税
務
課
市
税
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
２
９

未納となっている原因 対処方法

　これまで加入していた国民健康保険は、口座振替により
保険税を納付していたので、後期高齢者医療保険料につ
いても引き続き口座振替によって納付されているものだと
思っていた。

　口座振替による納付は、改めて、後期高齢者医療保険料に
ついての『口座振替依頼書』の提出が必要です。
　各金融機関または郵便局で手続きすることになります。預
貯金通帳とお届印をお持ちになり手続きをしてください。申
込書も備え付けています。

　介護保険料・後期高齢者医療保険料は、年金から天引き
されるものと思っていた。

　年齢到達（65 歳・75 歳）により介護保険又は後期高齢者
医療保険に加入した方や、転入されてきた方、年金の年間受
給額が１８万円未満、または、介護保険料と後期高齢者医療
保険料の合計額が年金額の２分の１を超える場合は、年金か
らの天引きが行えないため、納付書または口座振替による納
付となります。

　年度途中で保険料の額が減額されたが、徴収方法はこれ
までどおり年金から天引きされるものと思っていた。

　年度途中に保険料の減額があった場合、年金からの天引き
（特別徴収）が中止され、納付書または口座振替による納付
となります。
　年度途中で特別徴収が中止された方は、翌年度の 10 月の
年金支給分から特別徴収が再開されます。なお、保険料が増
額となった場合は、年金からの天引きはそのまま継続され、
増額分を納付書または口座振替によって納付していただきま
す。

　被用者保険（会社の保険「社会保険・協会けんぽ・健保
組合など」）の被扶養者であったので、これまでどおり保険
料を納めなくても良いと思っていた。

　被用者保険の被扶養者であった方も 75 歳になるとそれま
で加入していた被用者保険（会社の保険「社会保険・協会け
んぽ・健保組合など」）から脱退し、後期高齢者医療制度に
新たに加入することになりますので、保険料を負担していた
だくことになります。

※年度途中に保険料額に変更があった場合には、その都度、「保険料納入通知書」を送付していますので、金額や徴収方法
の確認をお願いします。



■問い合わせ先
　鉄砲伝来音楽劇「海波の音」
　種子島公演実行委員会
　℡・Fax ２８－３８２９

【日時】8月 20日（土）
【開演】15 時 30 分　＜開場 15 時＞
　　　（公開リハーサル：10 時 30 分※小中学生招待）
【会場】市民会館ホール
【入場料】全席自由
　　　　（一般）2,000 円　（高校生以下）1,000 円
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催：鉄砲伝来音楽劇「海波の音」種子島公演実行委員会・関音楽劇の会
協賛：種子島医療センター・のぞみ薬局
後援：鹿児島県・鹿児島県教育委員会・岐阜県・岐阜県教育委員会
　　　西之表市・西之表市教育委員会・西之表市文化協会
　　　関市・関市教育委員会・関市文化協会
　　　中種子町・中種子町教育委員会・中種子町文化協会
　　　南種子町・南種子町教育委員会・南種子町文化協会
　　　南日本新聞社

■チケット取扱所
　西之表市：和田書店
　中種子町：寺田書店
　南種子町：河野書店

若狭

金兵衛の息子　清賀

今年２月に関市でも
上演し、大好評！
ぜひお越しください。



１ 人件費（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口（年度末） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 平成 26 年度

人件費率
平成 27年度 15,781 人 12,288,292 千円 1,469,513 千円 12.0％ 17.2％

（注）この表は、歳出に占める人件費の割合を示したものです。人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

２ 職員給与費（普通会計当初予算）

区　分 職員数（A） 給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

平成 28年度 165 人 634,586 千円 86,313 千円 242,600 千円 963,499 千円 5,839 千円
（注）職員手当には、退職手当及び児童手当は含まれません。なお、給与費は当初予算に計上された額です。

３ 職員の平均給料及び平均年齢 （平成 28年 4月 1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
312,900 円 41.3 歳 371,400 円 54.3 歳

４ 職員の初任給 （平成 28年 4月 1日現在）

区　分
西之表市 鹿児島県 国

初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額 初任給 採用２年経過
日の給料額

一般行政職
大学卒 176,700 円 188,600 円（197,904円）176,700 円

（211,232円）
188,600 円

（197,104円）
176,700 円

（211,232円）
188,600 円

高校卒 144,600 円 153,000 円（161,952円）144,600 円
（171,360円）
153,000 円

（161,952円）
144,600 円

（171,360円）
153,000 円

注 1）この表は、新たに採用された職員の初任給と採用後２年経過日の給料額を示したものです。
（注 2）本市に勤務する県及び国の職員には、特地勤務手当が給料の 12％支給されており、（　）の中の数字はこの額を含
　　　む給料月額です。

５ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 （平成 28年 4月 1日現在）
区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 249,300 円 285,300 円 317,800 円
高校卒 209,700 円 249,300 円 285,300 円

技能労務職 高校卒 187,800 円 224,300 円 249,500 円
（注）この表は、職員が採用されてから、10年、15年、20年後の平均給料月額を示したものです。

６ 一般行政職の級別職員数 （平成 28年 4月 1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容 主事補・主事 主事 主査 係長級 参事・補佐級 課長級 課長級

職員数（人） 21 16 55 25 21 16 0 154
構成比（％） 13.6 10.4 35.7 16.3 13.6 10.4 0.0 100.0
（注）本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する
　　代表的な職名です。



④扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成 28 年 4月 1日現在）
区　分 支給月額 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 13,000 円

同
配偶者のいない職員の扶養親族のうち１人 11,000 円
その他の扶養親族１人につき 6,500 円
上記のうち 16歳に達する年度初めから 22歳に達する年
度末までの子 5,000 円加算

住
居
手
当

借家（家賃月額 12,000 円を超える場合に限る） 27,000 円を限度に
家賃額に応じて支給 同

通
勤
手
当

交通機関利用者 21,700 円を限度に
運賃相当額を支給 異（支給限度額 55,000 円）

交通用具使用者 片道 2km以上の距離に対応して支給 3,000 円～ 37,700 円
異（離島という特殊事情
及び交通事情等を考慮し
て設定）

⑤特殊勤務手当 （平成 27年度）
職員全体に占める手当支給職員の割合 17.1％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 38,666 円

手当の種類（手当数） 12

代表的な
手当名称 多くの職員に支給されている手当

税務課職員に支給される税務手当
福祉事務所職員に支給される福祉手当
保健師に支給される保健師手当

８ 特別職の報酬等 （平成 28年 4月 1日現在）
区　分 給料・報酬月額 期末手当

（注）期末手当欄の（　）は、議員の期末
　　手当の支給割合です。

市　長 781,000 円
平成 27年度支給割合

06月期　1.475 月分（1.600 月分）
12月分　1.675 月分（1.700 月分）
00計分　3.150 月分（3.300 月分）

副市長 614,000 円
教育長 572,000 円
議　長 354,000 円
副議長 272,000 円
議　員 256,000 円

７　職員手当　①期末勤勉手当 （平成 27年度支給割合）

区　分 特定管理職 一般職員 特定管理職 一般職員
期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 国の制度との異同

6 月期 1.025 月分（0.920月分）0.950 月分
（1.945月分）
1.975 月分 1.225 月分（0.720月分）0.750 月分

（1.945月分）
1.975 月分

同 同12月期 1.175 月分（1.020月分）1.050 月分
（2.195月分）
2.225 月分 1.375 月分（0.820月分）0.850 月分

（2.195月分）
2.225 月分

計 2.200 月分 （1.94 月分）2.00 月分
（4.140月分）
4.200 月分 2.600 月分（1.540月分）1.600 月分

（4.140月分）
4.200 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 同 同
（注）　勤勉手当及び計欄の（ ）は、本市の実支給月数です。

②時間外勤務手当 ③退職手当 （平成28年4月1日現在）

区　分 支給総額 職員１人当
支給年額 区分 西之表市 国の制度との異同

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
平成 27年度 27,030 千円 164 千円 勤務 20年 20.445 月分 25.55625 月分

同平成 26年度 32,136 千円 196 千円 勤務 25年 29.145 月分 34.5825 月分
勤務 35年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2％～ 20％加算） 同



11 職員の勤務時間その他勤務条件 
　　　　　　　　　　　　　　（平成 28 年 4月 1日現在）

区　分 状　況
勤務時間 月～金曜日　午前 8時 30分～午後 5時 15分
休憩時間 正午～午後 1時

勤務を要しない日 国民の休日、土・日、12月 29日～ 1月 3日
年次休暇 1年につき 20日（有給休暇）
その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

13 職員の分限及び懲戒処分　　　　（平成27年度）
区　分 状　況
分限処分 0件
懲戒処分 0件

14 職員の服務（年次有給休暇）　　（平成 27 年）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消費率

16 職員の福利及び利益の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 27年度）
区　分 状　況

定期健康診断 129 名中 121 名受診
大腸がん検診 129 名中 115 名受診（受診率 93.8％）

人間ドック ２日ドック 18名、１日ドック 43名、（受診率 89.1％）
節目ドック 1名、脳ドック 2名

15 職員の研修　　　　　　　　　（平成 27 年度）
区　分 人数

県市町村職員研修センターに依頼 42名
人事評価導入後管理者研修会 68名
人事評価研修会 92名
新任職員庁内研修 8名
財務会計実務研修 56名
メンタルヘルスマネジメント実践研修 2名
市町村税徴税事務研修 1名
救急講習（救命入門コース） 29名
地方自治セミナー 1名
人事評価制度の運用とその実際 1名

12 職員の休業　　  　　　　　　　　（平成 27 年度）
区　分 状　況
育児休業 6名
病気休業 0名

９ 定員（部門別職員数） （各年 4月 1日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人） 職員数（人） 対前年増減数（人）

平 26 平 27 平 28 平 26 平 27 平 28 平 26 平 27 平 28 平 26 平 27 平 28

一般
管理

議会 4 4 4
特別
行政

教育 25 22 21 △ 4 △ 3 △ 1
総務 52 52 55 1 3 警察
税務 12 10 12 △ 1 △ 2 2 消防
労働 小計 25 22 21 △ 4 △ 3 △ 1
農水 26 25 24 △ 1 △ 1

公営
企業
など

病院
商工 4 4 4 △ 1 水道 9 9 10 △ 1 1
土木 13 12 13 △ 3 △ 1 1 交通
小計 111 107 112 △ 4 △ 4 5 下水道

福祉
民生 17 15 16 △ 1 △ 2 1 その他 22 22 23 △ 2 1
衛生 14 14 13 △ 1 △ 1 小計 31 31 33 △ 3 0 2
小計 31 29 29 △ 2 △ 2 0 その他　計 56 53 54 △ 7 △ 3 1

一般行政　計 142 136 141 △ 6 △ 6 5 総　合　計 198 189 195 △ 13 △ 9 6

10 職員任免及び職員数に関する事項 （平成 28年 4月 1日現在）
平成 27 年 4月 1日
現在職員数

平成 27 年度
中退職者等（注 1）

平成 28 年 4月 1日
採用者（注 2）

平成 28 年 4月 1日
現在職員数

（注 1）割愛職員（県）異動のそれぞれ 1名を除く。
（注 2）再雇用職員 1名を含む。



ま
れ
た
所
で

差
別
さ
れ
る
の
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、

お
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し
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ね
。

生

「
鹿
児
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身
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縄
戦
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追
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」
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の
参
列
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を
募
集
し
ま
す

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
を
募
集

し
ま
す
。

【
期
日
】
11
月
８
日
（
火
）

【
場
所
】
鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満

市
平
和
祈
念
公
園
内
（
摩
文
仁
の
丘
））

【
対
象
者
】
沖
縄
及
び
沖
縄
近
海
で
の

戦
闘
で
戦
没
し
た
方
の
配
偶
者
及
び
三

親
等
内
の
ご
遺
族

【
募
集
人
数
】
９
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　

８
月
１
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）
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２
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線
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９

　

鹿
児
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県
庁
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会
福
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℡
０
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‐
２
８
４
０

17 人事評価の状況
　平成２６年地方公務員法の大幅な改正により、地方公共団体の任命権者は、地方公務員法が適用されるすべて
の職員を対象に、「定期的に人事評価を行わなければならないこと、また人事評価を任用・給与・分限・その他の
人事管理の基礎として活用すること」などが盛り込まれました。これまでも勤務評定という制度がありましたが、
今回の人事評価制度との大きな違いは、「①評価に用いるべき能力の基準が明確でないこと、②評定の項目や結果
が開示されなかったこと、③評価結果と処遇が必ずしも結びついていないこと」などが挙げられます。
　超高齢化・人口減少社会の到来により、地方公共団体の財政がひっぱくするとともに、地方税収は減収しなが
らも社会保障費は年々伸び続ける傾向にあります。職員として複雑多様化する住民ニーズに的確に対処しなけれ
ばならず、ますます個々のレベルアップが求められています。このような中、人事評価制度の活用によってきめ
細やかなインセンティブ管理を行い、少数にして精鋭の職員体制を構築していくことが必要となります。厳しい
財政状況の下、専門性の高い困難な業務を効率的に取り組むには、公平・公正な人事評価を行うことで人材育成
を含め、組織全体の成果を向上させていく必要があります。
　今年４月からの本格的な運用により、本市においても給与条例等関連する条項の一部改正を行うとともに、制
度を円滑に実施していくため人事評価実施規程を制定しました。今後とも規程と運用マニュアルに沿った形で取
り組むこととしますが、評価者及び被評価者の研修については引き続き実施していくこととします。

　

人
は
誰
し
も
、
生
ま
れ
て
く
る
場
所

を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
未
だ
に
出
生

地
や
住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ
て
、
結

婚
や
就
職
な
ど
で
差
別
を
受
け
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問

題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、
あ
な
た
自
身
の
問
題
と
し
て
向
き

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

　
「
百
姓
や
町
人
と
は
別
に
、
身
分
上

厳
し
く
差
別
さ
れ
て
き
た
人
々
」
の
中

に
は
、
当
時
の
社
会
を
支
え
る
産
業
の

ほ
か
、
芸
術
・
文
化
・
医
学
の
発
展
を

支
え
た
人
た
ち
が
数
多
く
い
ま
し
た
。

世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
龍
安
寺
の
石

庭
、
銀
閣
寺
の
庭
園
を
造
っ
た
人
や
、

能
楽
を
大
成
し
た
「
観
阿
弥
・
世
阿
弥
」

親
子
も
差
別
さ
れ
た
身
分
の
人
た
ち
で

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
８

「８月は人権同和問題の啓発強調月間です」
　今もなお、差別が続いている同和問題。そっとしておいても
差別はなくなりません。「私には関係ない」と無関心にならず、
まずは、大人一人ひとりが正しく理解し、子どもたちにも伝え
ていくことが大切です。



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

７７７
3･17

競技別成績（西之表市）
競 技 種 目 順位
陸上 2 位

バレーボール 男子 1 位
女子 2 位

卓球 男子 1 位
女子 1 位

ソフトテニス 男子 2 位
女子 3 位

相撲 青年 2 位
一般 3 位

柔道 2 位
剣道 4 位
弓道 2 位
ゲートボール 1 位
サッカー 1 位
軟式野球 1 位

ソフトボール 男子 1 位
女子 2 位

バドミントン 男子 1 位
女子 3 位

テニス 男子 1 位
女子 2 位

グラウンドゴルフ 3 位
ゴルフ 1 位
全空連空手道 2 位
バスケットボール 男子 3 位
サーフィン 1 位
※全空連空手道は公開競技

総合成績
順位 市町名 得点
1位 西之表市 115
2 位 中種子町 99
3 位 屋久島町 86
4 位 南種子町 74

市町別優勝種目数
市 町 名 数
西之表市 11
中種子町 8
屋久島町 6
南種子町 2

陸上競技個別優勝者
種 目 名 氏名

少年女子 100 ｍＨ 田添　有華
少年女子 800 ｍ 田屋可乃恵
少年男子 1500 ｍ 大河　祐也
30 歳未満成年男子
100 ｍ 古田　隆博

少年男子砲丸投げ 能野　康大
30 歳未満成年男子
砲丸投げ 小倉　泰喜

少年女子走幅跳 古田菜々子
少年男子走幅跳 徳永　克弥
40 歳代成年男子 100 ｍ 中川　拓郎
40 歳代成年男子 3000 ｍ 德永　丈知
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「ご飯」にかけて良し！
「冷奴」にかけても良し！
「にがごり」に付けても
　　　　　　　　GOOD!!

７７７７
4･7▲

▲



　

西
之
表
保
健
所
で
は
、「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐

１
関
連
脊
髄
症
」
の
研
究
な
ど
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
松
浦
英
治
医
師
を
お
招
き

し
、
医
療
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
関
連
脊
髄
症
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
病
態
や
治
療
法
、
日

常
生
活
で
の
注
意
点
な
ど
に
関
す
る
医

療
相
談
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
講
師
の
紹
介
】

　

鹿
児
島
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研

究
科
神
経
内
科
・
老
年
病
学

　
　
　
　
　

講
師　

松
浦
英
治　

先
生

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
保
健
所

　

℡
２
２
‐
０
０
１
８

　

Fax
２
２
‐
１
８
４
６

之
表
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
関
連
脊
髄
症

医
療
相
談
会
に
つ
い
て

【開催日】

　９月２日（金）１０：３０～１２：３０

【日程】

　１０：００～１０：３０　受付・開会

　１０：３０～１２：００　講話

　１２：００～１２：１５　質疑応答

　１２：１５～１２：３０　アンケート記入

　　　　　　　　　　　　　閉会

【開催場所】

　市民会館３階３０１会議室

【対象者】

　ＨＴＬＶ－１関連脊髄症の患者さん及びそ

のご家族、支援者、その他関心のある方

【申込方法】電話またはＦＡＸ

【申込締切】８月 25 日（木）

～ＨＴＬＶ－１関連脊髄症
　　　　　　　　医療相談会～

　

本
市
出
身
者
や
本
市
に
縁
の
あ
る
方

と
地
元
の
方
々
が
、
ゴ
ル
フ
や
交
流
会

を
通
し
て
、
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

様
々
な
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
本

市
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
大
会
の
み
、
交
流
大
会
の
み

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
代
及
び
昼
食
代
、
交

流
会
会
費
は
各
自
負
担
で
す
。

【
開
催
日
】
10
月
１
日
（
土
）

【
申
込
期
間
】

　

９
月
１
日
（
木
）
〜
23
日
（
金
）

■ゴルフ大会
　７：３０～　受付開始
　８：００～　開会式
　８：３０～　プレー開始
　【場所】種子島ゴルフリゾート
　℡０９９７－２７－７８８８

■交流会
　１８：００～　受付開始
　１９：００～　交流会開始
　【場所】種子島あらきホテル
　℡０９９７‐２２‐１５５５

■申込・問い合わせ先
　市役所地域支援課
　協働推進係
　℡２２‐１１１１
　内線２１４

▲

第６回種子島ふるさと交流大会



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター　℡ 22‐1111 内線 306

暮
ら
し
の
中
の
か
く
れ
た
危
険
！

　

60
歳
に
な
っ
た
の
で
、
国
民
年
金
を
喪

失
し
た
が
、
56
歳
の
こ
ろ
に
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
は
満
額

支
給
に
な
り
ま
せ
ん
。
今
か
ら
で
も
、
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
方
法
は

あ
り
ま
す
か
？

後
納
制
度
の
期
間

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
２
年
１
か
月

を
過
ぎ
る
と
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
満
額
の
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
、
任
意
加
入
制
度
も
あ
り
ま
す

が
、
平
成
30
年
９
月
ま
で
で
し
た
ら
、
後

納
制
度
を
利
用
し
て
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
過
去
５
年

以
内
に
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方

は
、
申
込
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
３
年
間

後
納
制
度
で
保
険
料
を
納
め
る
と
・
・
・

◆
年
金
の
受
給
資
格
（
25
年
必
要
）
に
達

し
て
い
な
い
方
は
、
受
給
資
格
を
得
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
さ
れ

ま
す
。

後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除

以
外
）
や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
①
の
期

間
の
ほ
か
、
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ

の
期
間
を
お
持
ち
の
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
年
金
受
給
資
格
が

な
く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
お
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

平成 28 年 4月から平成 29 年 3月までの
後納保険料（※毎年度改定）

後納保険料額（内加算額）
平成 23 年度 15,740 円 （720 円）
平成 24 年度 15,430 円 （450 円）
平成 25 年度 15,250 円 （210 円）
平成 26 年度 15,250 円 加算なし
◆納付期限について
　平成 23 年 8 月分は平成 28 年 8 月 31
日が納付期限です。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
使
用
中
の
扇
風
機
か
ら
出
火
し
た
」「
エ

ア
コ
ン
か
ら
発
火
し
た
」
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
に
潜
む
思
わ
ぬ
事
故
の
相

談
や
報
告
が
、
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
（
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
）
の

「
身
・
守
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
か
ら
抜
粋
し
た
事
故
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

《
長
時
間
の
使
用
に
よ
る
経
年
劣
化
の
事
故
》

（
事
例
）
使
用
中
の
扇
風
機
が
発
火
し
、
周
辺
を
焼
く
火
災
が
発
生
し
た
。

（
原
因
）
約
36
年
の
長
期
使
用
に
よ
り
扇
風
機
の
部
品
が
劣
化
し
、シ
ョ
ー

ト
し
た
た
め
発
火
し
た
も
の
。

※
家
庭
用
電
気
製
品
や
燃
焼
機
器
等
は
、長
期
間
使
用
し
て
い
る
う
ち
に
、

熱
、
湿
気
、
ほ
こ
り
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
部
品
が
劣
化
し
、
発
煙
、
発

火
等
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

《
エ
ア
コ
ン
か
ら
出
火
》

（
事
例
）
エ
ア
コ
ン
の
運
転
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
エ
ア
コ
ン
と
そ
の
周

辺
を
焼
く
火
災
が
発
生
し
た
。

（
原
因
）
エ
ア
コ
ン
洗
浄
液
が
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
部
分
に
付
着
し
た
ま
ま

だ
っ
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
発
生
、
発
火
し
た
も
の
。

※
エ
ア
コ
ン
の
内
部
洗
浄
は
高
い
専
門
知
識
が
必
要
で
す
。
洗
浄
剤
が
電

機
部
品
な
ど
に
付
着
す
る
と
、
絶
縁
部
を
電
流
が
流
れ
る
「
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
現
象
」
が
発
生
し
、
発
火
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
洗
浄
の
際
は
、

購
入
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
注
〉
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
…
差
し
っ
ぱ
な
し

に
な
っ
て
い
る
コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
隙
間

に
ほ
こ
り
が
積
も
り
、
さ
ら
に
湿
気
な
ど
の
水

分
が
付
着
す
る
と
、
電
気
が
流
れ
、
炎
が
発
生

す
る
現
象
の
こ
と



平
成
28
年
度

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
開
講
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８



Ｈ
‐
Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
１
号
機

打
ち
上
げ
か
ら
「
30
年
」

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま

で
多
く
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
の
８
月
は
Ｈ-

Ⅰ

ロ
ケ
ッ
ト
１
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て

か
ら
30
年
を
迎
え
ま
す
。

　

Ｈ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
は
１
９
８
１
年

（
昭
和
56
年
）
か
ら
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。

１
９
８
６
年
（
昭
和
61
年
）
８
月
13
日

に
１
号
機
を
２
段
式
で
打
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
１
９
９
２
年
（
平
成
４

年
）ま
で
合
計
９
機
の
打
上
げ
を
行
い
、

そ
の
す
べ
て
の
打
上
げ
が
成
功
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
や
火
工

品
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
支

え
る
重
要
な
技
術
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の

時
期
に
習
得
さ
れ
、
純
国
産
の
Ｈ-

Ⅱ

ロ
ケ
ッ
ト
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
培
わ
れ
た
技
術
は
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
、

Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
へ
と
発
展
を
遂
げ
、

そ
の
集
大
成
と
し
て
現
在
、
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
サ
イ
ン
」

「
一
人
で
悩
ま
ず
早
め
の
相
談
を
」

「
支
援
の
場
と
し
て
」

　

日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
名
前
に
は
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
ね
。

こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
も
意
味
が

あ
っ
て
、
Ｈ
‐
Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
や
現
在
打

ち
上
げ
て
い
る
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ

ロ
ケ
ッ
ト
の
「
Ｈ
」
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
の

燃
料
で
あ
る
水
素
を
表
し
て
い
る
ん
だ
。

水
素
は
英
語
で
Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ
ｇ
ｅ
ｎ（
ハ

イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
）
と
い
っ
て
、
そ
の
頭

文
字
を
付
け
て
る
ん
だ
。

　

ち
な
み
に
、Ｎ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
の
「
Ｎ
」

は
、Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
（
日
本
）
の
「
Ｎ
」、

Ｊ-

Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
の
「
Ｊ
」
は
、
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
（
ジ
ャ
パ
ン
）
の
「
Ｊ
」
が
付

け
ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
ま
た
、
こ
の

「
Ｊ
」
に
は
、
旧
宇
宙
開
発
事
業
団
と
旧

宇
宙
科
学
研
究
所
が
開
発
し
た
ロ
ケ
ッ

ト
を
組
み
合
わ
せ
て
造
っ
た
こ
と
か
ら

「
結
合
」
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
）

と
い
う
意
味
も
あ
る
ん
だ
よ
。

★
豆
知
識
★

ロ
ケ
ッ
ト
の
名
前
に
つ
い
て
る

ロ
ー
マ
字
の
意
味
は
？

支
援

の
輪 を

広
げ

よ
う！

援

の を
広
げ

よ



（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

川
畑　

尚し
ょ
う
り理

男

公
和

真
都
香
朝
日
が
丘

栫　

英え
い
じ司

男

千
明

里
奈

塰
泊

辻　

敢か
ん
た太

男

保
貴

美
紀

榕
城
中
目

下
野　

瑛え
い
と翔

男

啓
悟

美
英
子
福
岡
市

沖
田　

政せ
い
ま真

男

浩
聡

有
希
子
榕
城
中
目

廣
瀬　

莉り

こ子

女

翼

麻
衣
子
鹿
児
島
市

木
戸　

駿し
ゅ
ん
た汰

男

拓
磨

遥
香

出
水
市

松
岡　

結ゆ

り莉

女

博
憲

明
希
歩
番
屋
峯

宇
良　

心し
ん

男

大
吾

亜
弓

浦
添
市

加
世
田　

旺お
う
き季

男

高
宏

沙
弥
香
鹿
児
島
市

鎌
田　

湊そ
う
た大

男

徹

清
香

榕
城
中
目

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3769 4220 7989 3962
上西 237 278 515 278
下西 1076 1227 2303 1186
国上 559 610 1169 612
伊関 192 211 403 209
安納 203 220 423 227
現和 642 657 1299 680
安城 147 165 312 174
立山 57 54 111 56
中割 50 51 101 59
古田 186 227 413 200
住吉 424 505 929 509

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　57件
 うち急病　42件

発生件数　 10件
死 者　 0 人
負 傷 者　 12人

（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

松
元　

ヨ
シ
子

野
首

松
元　

秀
義

　

島　

ト
シ

城

　

島　

一

南　

ツ
ル

桜
園

須
太　

清
隆

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 15,967 人（＋  　2）
男性   7,542 人（＋  　1）
女性   8,425 人（＋  　1）

［世帯数］
世帯（＋  　3）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

西
川　

幸
雄

67

武
部

山
神　
　

八

80

国
上
中
目

西
門　

チ
エ

79

現
和
下
之
町

西
門　

マ
キ
エ

85

現
和
下
之
町

江
口　

光　

75

今
年
川

上
村　

伸
一

64

池
野

荒
河　

和
枝

63

美
浜
町

青
野　

正
已

77

国
上
中
目

鮫
元　

キ
ヨ
子

80

中
西

石
原　

道
之

89

東
町

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

德
永　

正
人　
　
　

東
町

　
　

＆

キ
ド
ラ
ッ
ト
・
レ
イ
ア
・
サ
ン
ホ
ワ
ン　
　

東
町

上
妻　

友
紀　
　
　

上
石
寺

　
　

＆

小
野　

優
美　
　
　

上
石
寺

城
戸　

隆
志　
　
　

池
野

　
　

＆

平
石　

琴
美　
　
　

中
野

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

深
見　

行
久

89

桜
園

神
屋
敷　

洋
子

80

川
迎

𠩤
野　

タ
ツ

92

桃
園

濵
元　

チ
カ
子

92

桜
園

木
ノ
下　

直
志

94

西
町

瀬
下　

孫
美

96

上
能
野

松
尾　

繁

80

野
首

落
合　

シ
ツ
子

79

湊

佐
山　

計
典

70

納
曽

遠
藤　

キ
サ
子

77

上
之
原

中
島　

や
ち
子

67

洲
之
崎



透
き
通
る
冷
気
ま
つ
わ
る
淵
に
立
つ
神
も
居
そ
う
な
滝
壺
青
し

万
緑
に
あ
じ
さ
い
の
花
祈
る
が
に
雨
待
ち
顔
で
空
見
上
げ
い
る

世
界
平
和
願
ひ
て
あ
ら
む
原
爆
ド
ー
ム
緑
樹
静
も
る
な
か
に
て
糺た

だ

す

幼
き
日
別
れ
し
友
の
な
つ
か
し
き
面
影
し
の
ぶ
黒
縁
の
文

ア
サ
リ
貝
堀
り
し
若
き
日
懐
か
し
き
父
の
曲
げ
刃
の
包
丁
を
手
に

炎
天
に
額
に
汗
し
て
野
良
仕
事
昼
時
知
ら
す
サ
イ
レ
ン
の
音

窯
焚
き
を
終
え
て
二
日
の
眠
り
さ
め
一
口
の
水
力
漲み

な
ぎる

船
が
出
る
ぞ
船
頭
の
声
響
き
渡
り
こ
こ
は
柴
又
矢
切
り
の
渡
し

畑
へ
と
壮
年
の
父
に
連
れ
ら
れ
し
納
曽
の
道
は
サ
ン
ゴ
の
石
積
み

長
い
夜
奏
で
る
音
色
夢
の
中
外
は
し
ら
じ
ら
水
無
月
の
朝

道
端
の
色
鮮
や
か
な
紫
陽
花
に
暑
さ
に
負
け
じ
と
元
気
を
も
ら
う

山
清
水
い
ま
だ
冷
た
し
掬す

く

い
た
る
水
を
若
葉
の
風
の
散
ら
せ
る

閉
校
と
な
り
た
る
校
歌
を
高
々
と
歌
う
君
ら
は
早
も
還
暦

ぼ
く
の
手
に
雨
が
ひ
と
つ
ぶ
落
ち
る
と
き
君
の
笑
顔
が
て
る
て
る
ぼ
う
ず

バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
レ
イ
ン
ブ
ー
ツ
と
水
た
ま
り

し
と
し
と
と
打
ち
降
り
続
く
雨
無
情

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

中
西
・
大
木
田
松
子

東
町
・
鎌
田　

宗
信

わ
ら
び
苑
・
祐
永
マ
サ
子

鴨
女
町
・
園
田　

又
男

上
能
野
・
福
元　

秀
義

東
町
・
牧
瀬　

克
英

納
曽
・
八
板　

俊
輔

上
古
田
・
山
下　

和
子

納
曽
・
山
崎　

雅
恵

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

中
野
・
吉
原　

昭
保

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
ゆ
み

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
あ
い
こ

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
エ
ミ
コ

区　分 島内産 島外産
入荷量 31 トン 24 トン
55 トン （56％） （44％）
取引額 845 万円 480 万円
1,325 万円 （64％） （36％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 1,072 515 5,253 643
葉 茎 菜 類 1,831 240 6,261 890
果 菜 類 18,631 4,360 2,582 541
そ の 他 7,923 1,649 4,678 871
小 計 29,457 6,764 18,774 2,945

果
物
類

かんきつ類 0 0 96 84
果 瓜 類 883 334 1,638 342
そ の 他 865 389 2,467 1,044
小 計 1,748 723 4,201 1,470

鳥卵・加工品等 150 100 752 292

花　類
35,465

866
2,094

96
本 本

青
果
状
況
【
６
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
８
月
の
休
み
》
3
日
・
７
日
・
11
日
・
14
日
・
15
日
・
16
日
・

　
　
　
　
　
　

21
日
・
24
日
・
28
日
・
31
日

編
集
後
記

 

ま
ち
の
話
題
で
も
取
り
上
げ
た
、
安
納
い
も
ス
イ
ー
ツ

サ
ミ
ッ
ト
。
取
材
も
兼
ね
て
、
今
回
初
め
て
試
食
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
で
、
試
食
を
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
表
情
を
撮
る
つ
も
り
が
、
い
つ
の
間

に
か
レ
ン
ズ
は
ス
イ
ー
ツ
に
・
・
・
。
皆
さ
ん
が
食
べ

て
い
る
の
を
う
ら
や
ま
し
そ
う
に
見
て
い
る
と
、
出
店

店
舗
の
方
が
「
食
べ
て
み
て
。」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
ま

し
た
。「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
は

じ
か
ら
順
序
良
く
、
パ
ク
パ
ク
。
い
つ
も
食
べ
て
い
る

「
安
納
い
も
」
と
は
一
味
違
う
甘
さ
に
、
食
欲
が
止
ま
り

せ
ん
で
し
た
。(

笑)

試
食
会
が
行
わ
れ
た
の
は
、
昼
食

後
。
と
て
も
豪
華
な
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

ど
れ
も
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
★
（
莉
）

【サブイベント】
牛の絵コンクールの展示
ふれあい牧場
食農教育パネルの展示 
　　　　　　　　　　他
夏の思い出に
　ぜひお越しください！

【場所】
　西之表市畜産センター
【出品牛審査】
　９：３０～１２：００

～真夏の牛の祭典～
農家自慢の美人な牛が

大集合！

昨年グランドチャンピオン
に輝いた「ことみ」号と
生産者の中園昌吾さん

■問い合わせ先
　市役所農林水産課
　営農振興係
　℡ 22‐1111 内線 247




